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昭和５６年度大会一般講演要旨

1．ギンネム及びチガヤの分解と土壌窒素の消長 エウ・タンカン園における葉・土壌中のホウ素含量，土

壌中でのホウ素の挙動について現地調査・実験を行っ

た．

葉中のホウ素含量はウンシュウ(96園）：３６～175ppm，

タンカン（62園）：５５～131ｐｐｍの範囲に分布した．ウ

ンシュウ・タンカンとも栄養診断の観点から判断すると

大部分の調査園で適量～高い範囲にあった．

土壌中の熱水可溶性ホウ素含量はウンシユウ園表層：

0.25～1.35ppm，下層：0.17～0.70ppm，タンカン園表

層：0.39～1.55ppm、下層：0.33～1.29ppmであり、

ウンシュウ園，タンカン園とも下層に比して表層が高か

った．

plant-soilrelationについていくつかの園地で調査し

た結果，ウンシュウの場合葉中ホウ素含量と土壌表層の
※※

ホウ素含量には負の有意の相関（ｒ＝-0.520）が見ら
※※

れ、タンカンの場合には正の有意の相関（ｒ＝0.596）

が見られた．ウンシュウで細根と葉のホウ素含量の間に

は有意の相関は見られなかった（ｒ＝-0.184)．

土壌中の腐植と可溶性ホウ素含量の関係はウンシュウ

園イタンカン園土壌とも正の相関関係（ウンシュウ：
※※※※

ｒ＝0.696、タンカン：ｒ＝0.596）が見られ，腐植の増

加とともに可溶性ホウ素含量も増加した．

土壌ｐＨの変化に伴なう可溶性ホウ素含量はウンシュ

ウ園，タンカン園いずれの土壌においてもｐＨが高くな

るにつれて増加する傾向が見られ，その変化幅が非常に

大きかった．

比嘉栄三郎・大屋一弘（琉大農学部）

昨今士づくりのために有機物の施用が推奨されてい

る．有機物の種類により，その分解に難易があるととも

に，地力の発現を左右する窒素の動態が異なってくる．

この研究では「沖縄で豊富に得られるギンネムとチガ

ヤを土壌に施したときに，これらの有機資材がどのよう

に分解され、またその分解に伴って土壌窒素の内容がど

のように動くかを調べることを目的とした．

方法

供試土壌：本島北部の粘板岩土壌

有機物：ギンネム、チガヤ

ギンネム及びチガヤはＴ風乾後２繩以下に粉砕し，土

壊1001当り1.0’を混合し，これに適量の水分を加え，

30°Ｃで６４日間保温静置し，その間に発生する炭酸ガス

を測定し，一方で各形態の土壌窒素を分析した．

結果

ギンネム（Ｎ/C比9.8）の方がチガヤ（Ｎ/C比73.1）

より早く分解された．両者の分解は，土壊に炭カルを加

えることにより促進された．

土壌Ｎ無機化量は，ギンネム混合区＞対照区＞チガヤ

混合区の順となった．

実験期間を通して，無機化されたＮはアンモニア態Ｎ

として集積し、硝酸態Ｎへの酸化は見られなかった．

無機化されたＮは，ギンネム及びチガヤの分解に伴う

ＣＯ２発生量から推定される量より少なく検出され，無

機化されたＮは直ちに有機化されるものと推測された．

有機化されるＮは，易分解性有機態Ｎとして集積され

るようである．

5．沖縄産植物の赤血球凝集活性物質に関する研究

四万治五郎・知念功・福田亘博・井上寿美男

安里成秀・岡田久義（琉大農学部・農化）

生理活性を有する沖縄産植物探索の一環として．数年

来赤血球を凝集する物質，或いはリンパ球の分裂を促進

する物質（これ等は一般にレクチンと呼ばれる）の研究

を行って来たのでこ＞に報告する．

レクチンの実際的な応用としては人間の血液型をきめ

るのに用いられるが、赤血球の表面構造の研究にも用い

られていろ.リンパ球の分裂を促進する物質は免疫との

関係が予想されるのでこの方面の研究に用いられろ．

方法一赤血球凝集活性測定法：兎赤血球と被検液を混

ぜ、２ｈｒ放置後、赤血球凝固の有無を調べろ．赤血球

を予め１％トリプシンで処理してその感度を上げる方法

2．ウンシユウ，タンカン園におけるホウ素の現状

について

大城正市・宮城光則（沖縄県農試・名護支場）

大城正信（北部農林高等学校）

ホウ素は土壌中での適量～過剰の範囲の幅に狭く特殊

な成分であり，その上カンキツはホウ素が感受性の高い

作物であることが知られていろ．現在ミカン農家ではホ

ウ素を含んだ肥料資材が利用されているがその成分の特

殊性から現状を明らかにする必要がある．そこでウンシ
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t用いられる．

リンパ球分裂促進活性測定法：比重法で分離したリン

パ球と被検液を混ぜ、３日間無菌的に培養し、その幼若

化を顕微鏡でしらべろ．

結果一既報告のもので今回沖縄で見出されたものとし

てはトウアズキ、ハマナタマメ、アフリカタヌキマメ等

がある．未報告のものとして次の植物の果実又は種子中

に活性が認められた．豆科カショーズマメ（Mzcczc"α

"ｊｇγjco"sSteud）、ハギカズラ（CCZﾉａｃｔｊα/ａｓｈｊγoj

Maxim)、デイゴ(Ｅγyﾉﾉzγ/"zzMe"tα/jsMurray)，ト

ウダイグサ科オオバギ(Ｍａｃαγα"gα/α"αγｊ"sMuelL

-Arg.），クスノハガシワ（ＭｚﾉﾙﾉＺｌｓＰﾊﾉﾉﾉ〃e"sjs

Muell.－Ａｒ9.）その他リューガン（Ｅ”/２０γｊα〃"gα〃

Steud)、クワズイモ（Ａﾉｏｃａｓｊａ０`oγczSpach）、サン

ゴジュ(Ｗ６"γ""畑ｏ`oγαjjsWzzc籾Spr､var､awaburki

K・Koch）等である．クヮズイモよりの租標品にはリン

パ球分裂促進活性が見られた．このクワズイモ・レクチ

ンはトリプシン処理によって活性が増大した．又このも

のは牛胎児血清タンパクフェトゥインに依り活性の阻害

が見られたので、これを用いるアフィニティクロマトグ

ラフィに依り精製を行い略単一タンパクにまで精製し

た．

３．結果

紅麹菌の各種酵素活性と色素の生成量は米の種類や米

の蒸煮法を変えるだけで著しく増大することが判明し

た．酵素活性や色素の生成からみた紅麹の製麹は種菌接

種後l50-160hr目で出麹とすることが望ましいことが

わかった．色素の面からみた紅麹の保存性について調べ

たところ，１２ケ月後の紅麹色素の残存率は－２０，４，

２８°Ｃでそれぞれ100,91,55％であった．紅麹で製造し

た豆腐餅の色素吸着は漬込後４週間目までにほぼ最大に

達した．紅麹の色素はメタノール，酢酸．エタノール、

アセトンなどでよく抽出された．紅麹色素は蛋白質に強

く吸着されることがわかった．本供試菌株で製麹した紅

麹から３種類以上の色素が分離された．同色素の分光学

的性質についても検討した

1）宮里興信、安田正昭、上地玄作：琉大農学報、２７：

103-108（1980）

2）安田正昭，上地玄作、宮里興信：日本食品工業学会

第28回大会講演要旨集、Ｐ、４９（1981）

5．移出用野菜，花きの低温コンテナによる

船舶輸送体系化に関する試験

その１サヤインゲンの輸送実験4．豆腐餅の製造に関する研究：紅麹の色素に

ついて

担当者大城信雄（沖縄県農試）

秋永孝義（琉大農学部）

協力沖縄県経済連園芸部

安田正昭・上地玄作・宮里興信(琉大農学部・農化）

１．目的

豆腐簾は乾燥処理豆腐を麹一泡盛含有漬汁に濱け込ん

で熟成させたもので沖縄県における伝統的な豆腐の発酵

食品である．本県における豆腐簾の製造にあたっては紅

麹菌（Ｍｏ"αscZZS属カビ）を蒸米に生育させた米麹が伝

統的に使用されてきたがその意義については全く解明さ

れていない．本研究の目的は豆腐鱗製造における紅麹菌

の酵素と紅麹色素の役割を明らかにし，豆腐餅の熟成機

構を解明することである．

今回は、紅麹菌による製麹を行ない麹中酵素活性及

び色素の生成条件を調べ，特に紅麹色素の性質について

検討したので報告する．

沖縄県における野菜，花きは温暖な地域特性を活かし

た本土市場への移出農産物として急激な伸展を示してい

ろ．現在，鮮度低下の著しい花きや軟弱野菜の輸送手段

は，航空機で行われているが，移出量の増大に伴って、

航空輸送には限界があり、特に切花の積み残しが憂慮さ

れていろ．

lliiii送コストの低減と大量輸送による品質の劣化に対処

するために，低温コンテナによる長距離海上輸送の体系

化を図ろことは，県の農業振興上重要なことである．

従って，今回は，鮮度低下の著しいサヤインゲンを予

冷して，低温コンテナで、東京へ海上輸送し，低温コン

テナ輸送の適用性を検討すると共に従来の航空輸送も合

わせて実施し，品質保持特性を比較検討した．

１）サヤインゲンは，県経済連の冷蔵庫（保管庫）で予

冷した所，本来の専用予冷庫でなかったために十分な冷

却が出来なかった．

２．方法

紅麹色素をよく生産するＭｏ"αsczCssp、３４０３菌を供

試菌株とした紅麹の製造、酵素活性及び紅麹色素量の
１，２）

測定は前報に従った．
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２）予冷不十分な状態で低温コンテナにサヤインゲンで

容積の70％を積み、冷凍機のサーモスタットの設定温度

を３°Ｃにして作動させた所、目標保持温度（７±2°Ｃ）

まで冷却することが出来ず、冷凍機は、東京都有明港に

接岸するまで連続運転の状態がみられ、有明港での最終

的品温は11.7°Ｃであった．

３）サヤインゲンのセリ市場での品質評価は，従来の空

輸物に比較して，そん色ない状態で品質保持が認められ

た．

と処理が最近社会問題となっていろ．このことから汚

泥の安全処理と有効利用法の確立は今日的課題と言えよ

う．本実験では汚泥を農地へ環元する．いわゆるリサイ

クル農業の観点から汚泥施用が作物の生育に及ぼす影響

と重金属の吸収について調査した．

材料及び方法

汚泥は昭和54年７月に伊佐浜下水処理場から搬入し、

３ヶ月間天日乾燥後砕士を行ない，ジャーガル、マーヂ

に０，２５，５０，７５，１００％の割合いで混合した６対照

区の１つに慣行法でＣＤＵ－１５：１５：１５逢施用した．供

試作物はワケギ，ホウレンソウ、キュウリ、メロン、キ

クを用い、ポリ鉢で栽培した．調査は草丈、生体重、果

重、糖度と重金属含斌は各土壌と作物の葉，果実につい

て行なった．

結果

１，汚泥の施用効果はジャーガル、マーヂのいずれの

作物に顕著に認められた．しかし汚泥の早期施用や多量

施用は不発芽、生育不良等の障害が現れた．

２．汚泥はジャーガル、マージに比べ水銀、カドミウ

ム，鉛，亜鉛，銅の含有量は高かったが逆にヒ素、ニッ

ケル，クローム、マンガンはむしろ低かった．また作物

に有効な窒素，リン酸成分は著しく高かった．

３．ホウレンソウは重金属の施用量の増加とともにカ

ドミウム，Illi鉛、銅の吸収量も高まる傾向があった．し

かし他の作物では施用区非施用区にあまり差は認めら

れなかったメロンでは果実より葉部に重金属の含量が

高く認められた．

6．ホテイアオイのメタンガス化利用

狩俣治務・金城清郎（沖縄県避試）

１．試料の調整

採取したホテイアオイを洗浄した後，細断し、その

700'と蒸留水700抑ﾉ，及び種菌50,をフラスコに入れ、

実験を行なった．

２，種菌

極菌には、伊佐浜の下水処理場および名謹のパインエ

場の汚泥に，ホテイアオイを適量添加して，所定の温度

で６ヶ月間培養したものを用いた．

３、メタンガスの分析におけるガスクロ条件の設定

機種は，日立製ガスクロマトグラフ０６３（ＦＩＤ）を

使用し、カラムはガスクロエ業ＫＫ製Ｍ３、充填剤はウ

オーターズ，アソシエイト社製ポラパックＱを使用し

た．キャリアガスには純窒素を60〃/〃〃で，水素を

35Ｍ/〃"，空気を235ｍﾉ/〃"で流し、カラム温度55°Ｃ

で分析を行なった．また標準ガスには，ガスクロエ業ｋｋ

製メタン標準ガスを使用した．

４，結果

Ｌ詰め込み後，１０日目頃からガスが発生しはじめ、

30日前後がピークとなり、その後，徐々に低下してい

く．

Ｌ温度別のガス発生状況をみろと、３７°Ｃ区が最も

多く，次に屋外設置区、５５°Ｃ区の順であった．

Ⅲ種菌の採取地による差異は認められなかった．

8．ウリミバエの飛翔能カ

ー増殖系統と野生系統の比較一

仲擢広明（沖縄県農試・病虫部）

昆虫の飛翔は採餌、交尾、産卵などの諸行動において

最とも基本的な要素である．不妊虫放飼法による害虫防

除では，放飼雄が野外雌と出合い、交尾を達成させる

ことが成功のかぎである．本報告では不妊虫放飼法にお

ける，放飼虫の品質管理（QualityControl）を目的と

し，増殖虫と野生虫の飛翔能力を強制飛翔力測定装置

(Flightmile）を使用して測定したのでこの結果につい

て述べろ．

同測定装置は回転部位と記録部位からなり、回転部位

は直経0.2噸，長さ45噸の棒の重心に木綿針を通した回

転棒を，針の上下にとりつけた磁石によって、上部が接

触しないように固定してある．記録部位は赤外線光鬮ス

7．園芸作物に対する下水汚泥の施用効果と

重金属の吸収について

米盛重保（琉大農学部）

近年本県においても都市化、工業化が次第に強ま

り、それに伴って下水処理によって発生する汚泥の急増
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イチ（OmronOEP-VB型）と自記電接計数器を連結し

たもので、回転棒が赤外線を遮断することによって生ず

る電気的刺激を記録する装置である．

供試虫は増殖系統が新（15世代虫）と1日（51世代）の

２系統，野生系統が野外寄生果より採集後２世代飼育し

たものである．試験は羽化日を0日とし50日齢まで１～

４日間隔で行った．測定は飛翔時間｛距離，速度につい

て行い，測定時間は飛翔開始後100分までである．測定

後、精巣，卵巣の成熟および乾燥重量と飛翔力の,関係に

ついて調査した．

３系統とも羽化後５日目頃に飛ｉｉｉ１時間，距離ともにピ

－クに達し、以後増殖系は日齢が進むにつれ減少した．

しかし野生系はピーク位相を維持した．３系統とも雌は

雄よりも飛翔能力が高かった．全体的に個体差は大きか

った．野生系は飛翔時間匪離ともに増殖系よりも大き

く，特に雄において著しかった．逆に速度は増殖系が野

生系より高かった．乾燥重量、卵巣および精巣の成熟度

と飛翔力との関係は明らかではなかった．

以上の結果新，｜日の再増殖系の飛翔力に差は認めら

れなかったが、野生系にくらべ増殖系は劣っていること

が示唆された．


